
『貫練』
編 集 年 月 日 種別 タイトル 著者 頁数 備考

9 1 1912 1 25 聖訓 （文類聚鈔の文） 1
9 1 1912 1 25 説教 明治四十四年十一月二十七日初夜　宗祖大師六百五十回忌御

正当報恩講改悔批判
一乗院覚寿 2

9 1 1912 1 25 説教 （一枚起請文） 鬼頭覚道 8
9 1 1912 1 25 説教 元旦法話 牧野神爽 14の１
9 1 1912 1 25 雑篇 干支とご勅題 間野闡門 14の４
9 1 1912 1 25 雑篇 香山院師僧道訓（一） 大須賀秀道師編 14の８
9 1 1912 1 25 演説 尋源会発会式開会之辞 佐藤得聞 15
9 1 1912 1 25 談合 質問応答（愛知県中島郡大里村大字奥田酒井れい子の間に答

ふ／岐阜県揖斐郡本郷字青柳末松源次郎氏の問に答ふ）
岸本義導 18

9 1 1912 1 25 詞藻 先哲余芳〔富士山／同／善光寺作…〕 雲華院大含／易行院法海／
香月院深励

20 　

9 1 1912 1 25 詞藻 諸家近稿〔宗祖聖人六百五十回忌賦此奉奠／宗祖聖人六百五
十回忌恭賦之奉奠…〕

西川光／西川脩堂／佐藤臥
雲／結城亮聞／赤松不二丸
／信国堅城

22

9 1 1912 1 25 記事 時報　（大谷大学尋源会発会式／英人天理教々師になる／耶
蘇貴婦人と高野山／清国変乱と西本願寺）

23

9 1 1912 1 25 記事 新刊紹介　（僧道訓／二十九種荘厳談／他力安心問答） 24
9 1 1912 1 25 　 編輯室より 26
9 1 1912 1 25 　 注意 雑誌部 26
9 1 1912 1 25 注意 〔従来貫練会に於て発刊し来りし貫練叢誌は這回貫練と改称し

尋源会雑誌部に於て発刊仕候に就ては…〕
尋源会雑誌部 27 貫練への名称変更と尋源会雑誌部での発刊のお知らせ

9 1 1912 1 25 　 特別寄付金芳名披露 28
9 1 1912 1 25 　 領収金芳名披露 28
9 1 1912 1 25 （広告） 新年劈頭破天荒廉価提供（法蔵館） 32
9 2 1912 2 11 聖訓 （文類正信偈の文） 1
9 2 1912 2 11 説教 宗祖大師六百五十回御正当報恩講二十一日初夜批判 香温院慈影 3
9 2 1912 2 11 説教 （高僧和讃、利他の信楽得る人は等の讃題） 中嶋覚亮 9
9 2 1912 2 11 演説 宗教の特色 舟橋水哉 15
9 2 1912 2 11 談合 質問応答　（加賀国山中村堀清由氏の問に答ふ／愛知県中嶋

郡平和村宮崎善治氏の問に答ふ／能登国羽昨郡上棚村岡部
久太郎氏の問に答ふ）

佐藤得聞 20

9 2 1912 2 11 談合 同　（美濃国稲葉郡那加村長塚浅野助三郎氏の問に答ふ） 岸本義導 25
9 2 1912 2 11 談合 同　（越前国丹生郡蒲生横井七三郎氏の問に答ふ） 太藤順海 26
9 2 1912 2 11 詞藻 諸家近稿　〔詣作州誕生寺／詣菩提寺／古城跡…〕 結城亮聞／蒿俊海 29 「蒿俊海」は「嵩俊海」の誤記か
9 2 1912 2 11 記事 時報　（西本山の借金整理／無罰主義の本山／大谷大学敷地

決定／名行司木村庄之助の御領解／本門仏立講副講有の遷
化／宗学講習会新設／東大谷御遠忌準備／京都帝国大学内
の仏教講演会／十万円の仏骨奉安塔／内務省の宗教利用策）

31

9 2 1912 2 11 記事 新刊紹介（坊守訓） 34
9 2 1912 2 11 特別広告 注意 尋源会雑誌部 35 誌代領収報告の掲載のとりやめと口座振り込みの案内

ただし、第6集から復活している。
9 2 1912 2 11 　 編輯室より 尋源会雑誌部 36
9 2 1912 2 11 　 注意 尋源会雑誌部 36 領収金本誌掲載取りやめのお知らせ
9 2 1912 2 11 　 注意 雑誌部 36
9 2 1912 2 11 （広告） 法蔵（法蔵館） 37 ページ赤紙
9 2 1912 2 11 （広告） 布教百家叢書（西村護法館） 38 ページ赤紙
9 2 1912 2 11 （広告） 香山院五大教訓(法蔵館) 39
9 3 1912 3 11 説教 高僧和讃説教 豊満春洞 1
9 3 1912 3 11 説教 浄土文類聚鈔説教 大橋徹映 5
9 3 1912 3 11 法話 御一代記聞書法話 太藤順海 10
9 3 1912 3 11 講話 阿弥陀経開題講話 岸本義導 15
9 3 1912 3 11 詞藻 祭旭川先生文 水松山衲 20
9 3 1912 3 11 詞藻 （歳晩書懐、外二十余首） 結城亮聞 20
9 3 1912 3 11 雑篇 岸彼の話 水松山衲 23 目次では「彼岸の話」とう題で内記龍舟の著とされている。
9 3 1912 3 11 示談 信後の称名に就いて 太藤順海 28
9 3 1912 3 11 示談 一念と後念 佐藤得聞 29
9 3 1912 3 11 示談 仏を見るといふこと 佐藤得聞 31
9 3 1912 3 11 示談 大悲の御呼声に就いて 佐藤得聞 32
9 3 1912 3 11 記事 派内時報　（大草部長逝去／泉一﨟逝去／新講者及び学師／

内典補習会／講習会規則発布／副住職試験の変更／安居講
者決定／得度調査試験科目変更／三月定例御法要／団体参
詣／臨時布教／香華料下賜／細民団参）

35

9 3 1912 3 11 記事 派外時報　（三教会同／ニコライ大主教逝く／仏教研究会／島
地黙雷師の建碑／大溝仏教青年会／大坂仏教懇話会・錦織寺
御遠忌日取／興正寺御遠忌日取）

37

9 3 1912 3 11 記事 新刊紹介（『護法賢聖伝』／『信仰及信仰の人』／『三首詠歌法
語』）

38

9 3 1912 3 11 　 注意 尋源会雑誌部 39
9 3 1912 3 11 （広告） 護法賢聖伝（興教書院） 40
9 3 1912 3 11 （広告） 求道叢書(法蔵館) 41 ページ赤紙
9 3 1912 3 11 （広告） 三部経独学者の指針（無我山房） 42 ページ赤紙
9 3 1912 3 11 （広告） 仏教講義録（龍谷学会） 44 申し込宛名は森川智徳。ページ赤紙。
9 3 1912 3 11 （広告） 声明界の三大典型（法蔵館） 45
9 4 1912 4 11 聖訓 （往生礼賛の文） 1
9 4 1912 4 11 説教 （浄土見聞集の文） 一乗院覚寿 2
9 4 1912 4 11 説教 文類正信偈説教 故香雲院澄玄 8
9 4 1912 4 11 説教 第十八願和讃 易行院法海 13
9 4 1912 4 11 講話 仏説阿弥陀経開題講話 岸本義導 20
9 4 1912 4 11 談合 質疑応答　（岐阜県揖斐郡池野村末松源太郎氏に／加賀国江

沼郡山中村堀清由氏に）
佐藤得聞 26

9 4 1912 4 11 談合 質疑応答　（神戸塚本通四丁目松原芳松氏に／京都府葛野郡
朱雀村字西之京一青年君に）

岸本義導 29

9 4 1912 4 11 詞藻 諸家近稿〔題三聖図／田園雑興／廃寺見花…〕 故結城亮聞 34 　
9 4 1912 4 11 記事 時報　（皇后陛下御寄進の門／仏学の泰斗長谷川泰博士逝く／

真宗歓学院の活躍／いぢらしい信者／西本山の貧寺子弟養成
法／）

36

9 4 1912 4 11 　 編輯室より 39 　
9 4 1912 4 11 （広告） 伝教大師全集（天台宗宗典刊行会） 40 東京浅草浅草寺寺内天台宗宗典刊行会の広告。
9 4 1912 4 11 （広告） 説教妙弁辞典（法蔵館） 41

9 5 1912 5 11 聖訓 （改邪鈔の文） 1
9 5 1912 5 11 説教 （大谷御遠忌説教）　明治四十五年大谷別院に於て六百回忌御

遠忌法要四月二十日昼夜後
一乗院覚寿 2

9 5 1912 5 11 説教 文類正信偈説教（続） 故香雲院証玄 7
9 5 1912 5 11 講話 元祖聖人七百回忌御遠忌講話 大藤順海 14
9 5 1912 5 11 講話 仏説阿弥陀経開題講話（続） 岸本義導 18
9 5 1912 5 11 談合 質疑応答（名古屋鬼頭ちか子女に答ふ／石川県羽昨郡西海村

小林恭吉氏に答ふ）
佐藤得聞 21

9 5 1912 5 11 詞藻 諸家近稿〔教育僧侶有年…〕 故結城亮聞 25 　
9 5 1912 5 11 記事 時報　（荒木源理妙逝去／各寺の御遠忌／宗教局に於ける統

計の一ニ／大谷別院法要中の諸統計／病妹を負ふて参詣す／
二管長の更迭／御法主より七条を賜はる／火炎中に仏像を懐
て逃げ玉ふ／暹羅の古仏像来たる）

27

9 5 1912 5 11 　 編輯室より 30
9 5 1912 5 11 　 注意 尋源会雑誌部 30



9 5 1912 5 11 （広告） 異安心史（無我山房） 31
9 5 1912 5 11 （広告） 無尽灯（大谷大学尋源会雑誌部） 32 大谷大学尋源会雑誌部の広告
9 5 1912 5 11 （広告） 七里和上言行録（興教書院／法蔵館） 33 ページ赤紙
9 5 1912 5 11 （広告） 小泉修養文庫完成（顕道書院） 34 ページ赤紙
9 5 1912 5 11 （広告） 説教妙弁辞典（法蔵館） 35
9 6 1912 6 11 聖訓 （証文類の文） 1
9 6 1912 6 11 説教 明治四十四年御正当報恩講二十四日初夜改悔批判 石川了因 2
9 6 1912 6 11 説教 文類正信偈説教（続） 故香雲院澄玄 7
9 6 1912 6 11 講話 大谷本廟御遠忌講話　明治四十五年四月二十四日大谷別院に

於て
太藤順海 15

9 6 1912 6 11 講話 仏説阿弥陀経開題講話（続） 岸本義導 22
9 6 1912 6 11 雑篇 大悲の片影 27
9 6 1912 6 11 雑篇 質疑応答　（越後国大野山田青岳氏に） 佐藤得聞 31
9 6 1912 6 11 詞藻 諸家近稿〔阿部大円師之碑文／偶吟／江州路上…〕 渥美契縁／一色覚寿 41 　
9 6 1912 6 11 記事 時報　（篤信家の説教場建築／御裏方の御巡化／大垣別院遠

忌法要／水戸説教所改善／貧女工女の篤志／危篤に付陞叙
／参謀長へ名号を贈らるる／職工へ念珠を下さる／教学部と婦
人会／招魂祭と御代理／青蓮院宗祖得度会／堺別院御遠忌／
名古屋別院の御遠忌／社寺へ御寄付／岐阜別院の立柱式／
東京東西別院御遠忌の結果／大谷大学舎監）

43

9 6 1912 6 11 記事 新刊紹介（果報と分限／香山院師人道訓） 46
9 6 1912 6 11 編輯室より 尋源会雑誌部 47
9 6 1912 6 11 　 注意 尋源会雑誌部 47
9 6 1912 6 11 　 貫練誌代領収金芳名披露（三月以後の分） 尋源会雑誌部 48
9 6 1912 6 11 （広告） 無尽灯（大谷大学尋源会雑誌部） 49 ページ赤紙
9 6 1912 6 11 （広告） 真宗安心示談（法蔵館） 50

9 7 1912 7 11 聖訓 （口伝鈔の文） 1
9 7 1912 7 11 説教 （願行具足の御文（続）） 一乗院覚寿 2
9 7 1912 7 11 講話 愚禿親鸞の意義に就て（前号続） 太藤順海 8
9 7 1912 7 11 講話 仏説阿弥陀経開題講話（続） 岸本義導 13
9 7 1912 7 11 談合 質疑応答　（大阪府下北河内郡某女／越後西蒲生郡角田村阿

部教順）
佐藤得聞 16

9 7 1912 7 11 記事 時報　（泉涌寺へ下賜／寺務所役員縮減／前法主台下の御参
内／大谷大学工事近況／十九日講の御遠忌／遭難負傷兵の
慰問／蓮嗣講逝去／坊守教誨／花の台に双親を待つ）

20

9 7 1912 7 11 記事 新刊紹介（修道訓／婦道訓／阿弥陀経十勝談／絶待の信仰） 24
9 7 1912 7 11 　 注意 尋源会雑誌部 24
9 7 1912 7 11 貫練誌代領収金芳名披露 25
9 7 1912 7 11 （広告） 教行信証六要鈔講讃(法蔵館) 27
9 8 19112 7 11 謹表哀悼徴意 1 8月11日の間違いかと思われる。なお、本集より大正に入

る。

9 8 19112 7 11 聖訓 （正像末和讃） 3
9 8 19112 7 11 説教 文類正信偈説教 故香雲院澄玄 4
9 8 19112 7 11 説教 口伝鈔文説教 広瀬守一 10
9 8 19112 7 11 説教 御文説教 辻森要眼 16
9 8 19112 7 11 講話 愚禿親鸞の意義に就て 大藤順海 22
9 8 19112 7 11 談合 質疑応答　（名古屋市中区末広町近藤商店内正助氏に） 岸本義導 27
9 8 19112 7 11 談合 読者某氏へ 佐藤得聞 32
9 8 19112 7 11 詞藻 （詩六篇） 一色覚成 37 　
9 8 19112 7 11 記事 時報　（大行天皇崩御／新帝御即位／諡号送迎式／家康公三

百年祭／癩病部落と説教場／高野山大法要／法王台下の御陞
位／本年の安居／大谷大学卒業式／法主台下御東上／台下
御裏方御参向／日宗大学の巡礼／基督教徒の床しき家庭／罪
名と宗派別／隠れたる篤志家）

38

9 8 19112 7 11 貫練誌代領収金芳名披露（七月一日ヨリ三十一日マデ着ノ分） 44
9 8 19112 7 11 注意 尋源会雑誌部 45 郵便振替の案内
9 8 19112 7 11 （広告） 真宗聖典（無我山房） 46
9 8 19112 7 11 （広告） 十不二門指要鈔講義（西村護法館） 47
9 8 19112 7 11 （広告） 一題一席香月院法話（法蔵館） 48
9 9 1912 9 11 聖訓 （選択本願念仏集） 1
9 9 1912 9 11 説教 御文説教 一乗院覚寿 2
9 9 1912 9 11 講話 愚禿親鸞の意義 太藤順海 9
9 9 1912 9 11 談合 質疑応答　（新潟県沖見村　金井孫三郎／横浜市石川町　田口

金三）
佐藤得聞 14

9 9 1912 9 11 記事 時報　（御船入式／本山の特派布教／寺務総長の出張／在米
宣暢院連枝／新御陵の参拝／老法主の殯殿御通夜／奈良大
仏落慶式／四百年前の経石／紀念蔵経の贈呈／仏教各宗懇
話会／前法主西瓜を献上す／専修寺裏方逝去／哀悼の英詩を
奉呈す／御大葬に参列すべき神仏各宗派管長）

22

9 9 1912 9 11 　 読者へ 26 記事延着につき雑誌が薄くなってしまったことのお詫び

9 9 1912 9 11 貫練誌代領収金芳名披露（八月一日より三十一日までの分） 27
9 9 1912 9 11 注意 尋源会雑誌部 28 郵便振り込みの案内
9 9 1912 9 11 注意 尋源会雑誌部 28
9 9 1912 9 11 （広告） 無尽灯（大谷大学尋源会雑誌部） 29
9 9 1912 9 11 （広告） 教行信証講義（無我山房） 30
9 9 1912 9 11 （広告） 先帝と東本願寺（法蔵館） 32
9 10 1911 10 11 聖訓 （慈愍和尚之談） 1
9 10 1911 10 11 説教 願行具足御文説教 一乗院覚寿 2
9 10 1911 10 11 説教 和讃説教 中島覚亮 8
9 10 1911 10 11 講話 明治天皇と聖徳皇 太藤順海 14
9 10 1911 10 11 談合 質疑応答（尾張愛知郡葉栗村浅井町　問者　市川伊右衛門） 中島覚亮 21
9 10 1911 10 11 談合 質疑応答（名古屋市木裏町三輪宗次郎氏へ） 岸本義導 23
9 10 1911 10 11 談合 質疑応答（横浜市田口金三氏へ） 佐藤得聞 25
9 10 1911 10 11 記事 教界時報　（本願寺公園／清く美しき老婆／大喪と東本願寺／

御通夜六千人／御中陰法要／両法主の直命／高齢者へ恩賜
／法主と裏方の各宮御訪問／前法主の御陵参拝／大谷派法話
会の現況／講員追吊法要）

31

9 10 1911 10 11 記事 読者へ〔質疑応答の手紙はなるべく雑誌部主任者宛てにして下
さい。…／細川千静氏に／豊満春洞師に／尾張の角田牧太郎
氏に〕

34 本誌の裏面には「本号第三十四頁の編輯者よりの注意御
一読願上候」と書いてある。

9 10 1911 10 11 記事 貫練誌代領収金芳名披露 35
9 10 1911 10 11 記事 新刊紹介（先帝と東本願寺／明治天皇嘆徳布教資料／明治大

帝と仏教）
39

9 10 1911 10 11 注意 尋源会雑誌部 39
9 10 1911 10 11 （広告） 明治天皇嘆徳談（法蔵館） 40
9 10 1911 10 11 （広告） 明治天皇御教説教（法蔵館） 41 ページ赤紙
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